
 
   

  マンスリーレポート 

ハイブリッド証券ファンド  2026年1月30日基準 

円コース   

追加型投信／海外／債券 

n/a n/a n/a 
  

運 用 実 績 
  

    
    
 

  

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数化して

います。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので

あり、実際の基準価額とは異なります。 

 

 
 

期 決算日 分配金（円） 
第182期 2025/02/12 5 

第183期 2025/03/12 5 

第184期 2025/04/14 5 

第185期 2025/05/12 5 

第186期 2025/06/12 5 

第187期 2025/07/14 5 

   
 

期 決算日 分配金（円） 
第188期 2025/08/12 5 

第189期 2025/09/12 5 

第190期 2025/10/14 5 

第191期 2025/11/12 5 

第192期 2025/12/12 5 

第193期 2026/01/13 5 

設定来累計分配金 6,135 
 

 

※分配金は、1万口当たりの金額です。 
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するも

のではありません。 
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 当月末 前月末 

基準価額（円） 6,628 6,630 

純資産総額（百万円） 5,788 5,838 

※基準価額は、1万口当たり。 

 基準価額(円) 基準日 

設定来高値 10,433 2013/05/10 

設定来安値 6,298 2023/10/20 

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示して

います。 
 

 
 

  1ヵ月 0.0 

3ヵ月 -0.1 

6ヵ月 1.1 

1年 2.7 

3年 1.0 

5年 -11.1 

10年 3.7 

設定来 32.2 

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出し

ていますので、実際の投資家利回りとは異なります。 
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来

の騰落率については、設定当初の投資元本を基に計算してい

ます。 
 

 
 

   投資信託証券 96.8 

国内短期公社債マザーファンド 0.5 

現金等 2.7 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※現金等の中には未払金等が含まれるため、比率が一時的

にマイナスとなる場合があります。 
 

基準価額・純資産総額

騰落率(税引前分配金再投資) (%)

ポートフォリオ構成 (%)

  
運用実績の推移 （設定日：2009年11月16日） 

 
 



 
   

  マンスリーレポート 

ハイブリッド証券ファンド  2026年1月30日基準 

米ドルコース   

追加型投信／海外／債券 

n/a n/a n/a 
  

運 用 実 績 
  

    
    
 

  

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数化して

います。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので

あり、実際の基準価額とは異なります。 

 

 
 

期 決算日 分配金（円） 
第182期 2025/02/12 25 

第183期 2025/03/12 25 

第184期 2025/04/14 25 

第185期 2025/05/12 25 

第186期 2025/06/12 25 

第187期 2025/07/14 25 

   
 

期 決算日 分配金（円） 
第188期 2025/08/12 25 

第189期 2025/09/12 25 

第190期 2025/10/14 25 

第191期 2025/11/12 25 

第192期 2025/12/12 25 

第193期 2026/01/13 25 

設定来累計分配金 9,345 
 

 

※分配金は、1万口当たりの金額です。 
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するも

のではありません。 
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分配金の実績(税引前)(直近1年分)

 
 

 当月末 前月末 

基準価額（円） 11,635 11,848 

純資産総額（百万円） 1,015 1,034 

※基準価額は、1万口当たり。 

 基準価額(円) 基準日 

設定来高値 12,749 2015/06/08 

設定来安値 7,544 2011/10/07 

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示して

います。 
 

 
 

  1ヵ月 -1.6 

3ヵ月 -0.1 

6ヵ月 5.7 

1年 5.9 

3年 36.4 

5年 54.0 

10年 74.7 

設定来 195.9 

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出し

ていますので、実際の投資家利回りとは異なります。 
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来

の騰落率については、設定当初の投資元本を基に計算してい

ます。 
 

 
 

   投資信託証券 96.7 

国内短期公社債マザーファンド 0.3 

現金等 3.0 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※現金等の中には未払金等が含まれるため、比率が一時的

にマイナスとなる場合があります。 
 

基準価額・純資産総額

騰落率(税引前分配金再投資) (%)

ポートフォリオ構成 (%)

  
運用実績の推移 （設定日：2009年11月16日） 

 
 



 
   

  マンスリーレポート 

ハイブリッド証券ファンド  2026年1月30日基準 

豪ドルコース   

追加型投信／海外／債券 

n/a n/a n/a 
  

運 用 実 績 
  

    
    
 

  

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数化して

います。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので

あり、実際の基準価額とは異なります。 

 

 
 

期 決算日 分配金（円） 
第182期 2025/02/12 20 

第183期 2025/03/12 20 

第184期 2025/04/14 20 

第185期 2025/05/12 20 

第186期 2025/06/12 20 

第187期 2025/07/14 20 

   
 

期 決算日 分配金（円） 
第188期 2025/08/12 20 

第189期 2025/09/12 20 

第190期 2025/10/14 20 

第191期 2025/11/12 20 

第192期 2025/12/12 20 

第193期 2026/01/13 20 

設定来累計分配金 10,935 
 

 

※分配金は、1万口当たりの金額です。 
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するも

のではありません。 
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 当月末 前月末 

基準価額（円） 7,423 7,267 

純資産総額（百万円） 1,014 1,006 

※基準価額は、1万口当たり。 

 基準価額(円) 基準日 

設定来高値 13,138 2013/04/11 

設定来安値 4,822 2020/03/24 

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示して

います。 
 

 
 

  1ヵ月 2.4 

3ヵ月 6.1 

6ヵ月 13.7 

1年 17.6 

3年 31.3 

5年 35.2 

10年 64.4 

設定来 161.2 

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出し

ていますので、実際の投資家利回りとは異なります。 
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来

の騰落率については、設定当初の投資元本を基に計算してい

ます。 
 

 
 

   投資信託証券 97.2 

国内短期公社債マザーファンド 0.4 

現金等 2.4 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※現金等の中には未払金等が含まれるため、比率が一時的

にマイナスとなる場合があります。 
 

基準価額・純資産総額

騰落率(税引前分配金再投資) (%)

ポートフォリオ構成 (%)

  
運用実績の推移 （設定日：2009年11月16日） 

 
 



 
   

  マンスリーレポート 

ハイブリッド証券ファンド  2026年1月30日基準 

ブラジルレアルコース   

追加型投信／海外／債券 

n/a n/a n/a 
  

運 用 実 績 
  

    
    
 

  

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数化して

います。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので

あり、実際の基準価額とは異なります。 

 

 
 

期 決算日 分配金（円） 
第182期 2025/02/12 10 

第183期 2025/03/12 10 

第184期 2025/04/14 10 

第185期 2025/05/12 10 

第186期 2025/06/12 10 

第187期 2025/07/14 10 

   
 

期 決算日 分配金（円） 
第188期 2025/08/12 10 

第189期 2025/09/12 10 

第190期 2025/10/14 10 

第191期 2025/11/12 10 

第192期 2025/12/12 10 

第193期 2026/01/13 10 

設定来累計分配金 11,415 
 

 

※分配金は、1万口当たりの金額です。 
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するも

のではありません。 
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 当月末 前月末 

基準価額（円） 3,588 3,421 

純資産総額（百万円） 3,746 3,592 

※基準価額は、1万口当たり。 

 基準価額(円) 基準日 

設定来高値 10,710 2010/05/06 

設定来安値 1,936 2020/05/15 

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示して

います。 
 

 
 

  1ヵ月 5.2 

3ヵ月 4.8 

6ヵ月 17.7 

1年 28.3 

3年 57.7 

5年 116.1 

10年 133.3 

設定来 182.0 

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出し

ていますので、実際の投資家利回りとは異なります。 
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来

の騰落率については、設定当初の投資元本を基に計算してい

ます。 
 

 
 

   投資信託証券 97.0 

国内短期公社債マザーファンド 0.4 

現金等 2.5 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※現金等の中には未払金等が含まれるため、比率が一時的

にマイナスとなる場合があります。 
 

基準価額・純資産総額

騰落率(税引前分配金再投資) (%)

ポートフォリオ構成 (%)

  
運用実績の推移 （設定日：2009年11月16日） 

 
 



 
   

  マンスリーレポート 

ハイブリッド証券ファンド  2026年1月30日基準 

円/米ドル/豪ドル/ブラジルレアル   

 

 

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 
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グローバル・サブオーディネイティド・デット・セキュリティーズ・サブ・トラストの状況 
 ※ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメントの現地月末前営業日のデータを基に委託会社が作成しています。 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

ハイブリッド証券等 95.5 

現金等 4.5 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
 

 
 

  平均クーポン(%) 5.43 

最終利回り(%) 4.45 

平均残存期間(年) 6.06 

デュレーション(年) 4.73 

信用格付け BBB+ 

※最終利回りは、キャッシュを含めたものです。当ファンドの運用利回りと

は異なり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 
※最終利回り、平均残存期間、デュレーションは、繰上償還条項などが付

与されている銘柄については、直近の繰上償還予定日を考慮しています。 
※信用格付けは、組み入れたハイブリッド証券等の格付けを加重平均した

ものです。グローバル・サブオーディネイティド・デット・セキュリティーズ・サ

ブ・トラストおよびハイブリッド証券ファンドの各コースに係る信用格付けで

はありません。格付機関（S&P、Moody'sおよびFitch）によるもっとも高い

格付けを採用しています。（表記方法はS&Pに準拠） 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

通貨 組入比率 

米ドル 52.2 

ユーロ 34.5 

ポンド 8.8 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
 

 
 

国・地域 組入比率 

アメリカ 17.7 

イギリス 12.5 

フランス 9.6 

オーストラリア 9.1 

スペイン 8.5 

その他 37.9 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 種別 組入比率 組入銘柄数 

1 劣後債 73.2 71 

2 CoCo債 16.4 18 

3 普通社債等 -  

4 優先証券 5.9 9 

 合計 95.5 98 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
 

 
 

格付け 組入比率 

AA - 

AA- 1.9 

A+ 2.7 

A 13.6 

A- 26.7 

BBB+ 24.5 

BBB 19.1 

BBB- 5.0 

BB+ 2.0 

BB - 

BB- - 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※格付けについては、格付機関（S&P、Moody'sおよびFitch）によるもっ

とも高い格付けを採用しています。（表記方法はS&Pに準拠） 
 

資産構成比率 (%) ポートフォリオの状況

通貨別組入比率 (%) 国・地域別組入比率 (%)

種別組入比率 (%) 格付別組入比率 (%)



 
   

  マンスリーレポート 

ハイブリッド証券ファンド  2026年1月30日基準 

円/米ドル/豪ドル/ブラジルレアル   

 

 

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 
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 銘柄 
業種 

クーポン 
(%) 

償還日 国・地域 通貨 格付け 
組入比率 

(%) 

1 
MORGAN STANLEY 

5.948 2033/01/19 アメリカ 米ドル A- 3.1 
銀行 

2 
WESTPAC BANKING CORP 

3.020 2031/11/18 オーストラリア 米ドル A- 2.6 
銀行 

3 
DEUTSCHE BANK NY 

7.079 2032/11/10 ドイツ 米ドル BBB 2.5 
銀行 

4 
TORONTO-DOMINION BANK 

8.125 2027/10/31 カナダ 米ドル BBB+ 2.4 
銀行 

5 
COMMERZBANK AG 

4.875 2029/07/16 ドイツ ユーロ BBB 2.3 
銀行 

6 
RAIFFEISEN BANK INTL 

2.875 2027/06/18 オーストリア ユーロ BBB 2.1 
銀行 

7 
JPMORGAN CHASE & CO 

5.717 2032/09/14 アメリカ 米ドル A 2.1 
銀行 

8 
PRUDENTIAL FUNDING ASIA 

2.950 2028/08/03 香港 米ドル A 2.1 
銀行 

9 
ING GROEP NV 

4.375 2029/05/15 オランダ ユーロ A- 2.0 
銀行 

10 
CITIGROUP INC 

6.174 2033/05/25 アメリカ 米ドル BBB+ 2.0 
銀行 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※業種は、ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメントのデータに基づくものです。 
※繰上償還条項などが付与されている銘柄については、直近の繰上償還予定日を考慮しています。 
※格付けについては、格付機関（S&P、Moody'sおよびFitch）によるもっとも高い格付けを採用しています。（表記方法はS&Pに準拠） 
※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。 

組入上位10銘柄



 
   

  マンスリーレポート 
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マーケット動向とファンドの動き

■ハイブリッド証券市場の概況 

当期のハイブリッド証券市場は上昇しました。国債の利回りが

上昇（価格は下落）したものの、クレジット・スプレッド（国債に

対する上乗せ金利）が縮小したため、堅調な動きとなりまし

た。 

米国債は発表された経済指標が事前予想を上回り、経済が底

堅く推移しているとの見方が広がったこと等が利回り上昇要

因となりました。一方、発表された米銀大手行の2025年10-

12月期の決算内容が堅調だったこと等を背景に、クレジット・

スプレッドが縮小しました。 

 

■為替市場の概況（ロンドン時間における値動き） 

【米ドル】米ドルは対円で下落しました。米当局が為替介入の

準備段階として、為替レートの確認（レートチェック）を実施し

たとの観測が広がり、日米協調の為替介入に対する懸念が高

まったこと等が円高米ドル安の主な要因となりました。 

【豪ドル】豪ドルは対円で上昇しました。月中発表された12月

の雇用関連統計が良好だったこと、主要輸出品目の石炭の価

格が上昇したこと等が上昇要因となりました。 

【ブラジルレアル】ブラジルレアルは対円で上昇しました。同国

の輸出に占める割合が大きい原油等の資源価格が上昇したこ

と等が上昇要因となりました。 
 

 
 

 

今後のマーケット見通しと今後の運用方針

■今後のハイブリッド証券市場の見通しおよびグローバル・サ

ブオーディネイティド・デット・セキュリティーズ・サブ・トラスト

の運用方針 

投資適格社債市場全般ではクレジット・スプレッドが歴史的低

水準にある一方で、ハイブリッド証券市場については相対的に

クレジット・スプレッドに厚みがあると考えています。銀行セク

ターについては、ファンダメンタルズが良好との見方に変わり

はなく、預金残高が足元で安定的に推移していること、低水準

の負債比率や健全な自己資本比率が継続していること等が下

支えになると考えています。一方、経済の先行きに不透明感が

高まっていると考えており、ローン延滞率の上昇等にも耐えう

る資本の潤沢な、米国、英国、フランス、オーストラリア等にお

けるナショナル・チャンピオン（国を代表する金融機関）である

上位行中心の組み入れを継続します。経済の先行き不透明感

や市場のボラティリティに留意するとともに、引き続き流動性

の維持を重視し、選択的・機動的に投資機会を捉える方針で

す。CoCo債（偶発転換社債）については、資本の厚みやトリガ

ー水準などを考慮に入れ、リスク調整後リターンの観点で保

守的な銘柄選択を行っていく方針です。 

 

※マーケット動向とファンドの動きは、過去の実績であり将来の運用成果等をお約束するものではありません。また、見通しと運用方針は、作成時点のものであ

り、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。 
 

 

 

 

 



  

  

 
 

【各通貨コース】 

主として投資信託証券に投資し、安定した収益の確保と投資信託財産の成⾧を目指して運用を行います。 

【マネープールファンド】 

主としてわが国の短期公社債に実質的に投資し、安定した収益の確保を目指した運用を行います。 

 

１． 各通貨コースは、主として世界の金融機関が発行する債券や優先証券を実質的な投資対象とし、安定した収益

の確保と投資信託財産の成⾧を目指して運用を行います。 
●  各通貨コースは、ケイマン諸島籍外国投資信託「グローバル・サブオーディネイティド・デット・セキュリティーズ・サブ・トラスト」（以下

「サブデット・ファンド」という場合があります。運用：ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント）と国内投資信託「国内短期公社債
マザーファンド」（運用：アセットマネジメントOne）を投資対象とするファンド・オブ・ファンズの形式で運用を行います。 

●  各投資信託証券への投資割合は、資金動向や市況動向などを勘案して決定するものとし、サブデット・ファンドの組入比率は、原則と
して高位とすることを基本とします。 

※ サブデット・ファンドが、償還した場合または商品の同一性が失われた場合は、委託会社は受託会社と合意のうえ投資信託契約を解
約し、信託を終了させます。 

 
【マネープールファンド】 
マネープールファンドは、国内短期公社債マザーファンド（以下「マザーファンド」という場合があります。）への投資を通じて、わが国の短
期公社債に実質的に投資し、安定した収益の確保を目指した運用を行います。 
マネープールファンドの運用は「ファミリーファンド方式」で行います。 
※  マザーファンドと同様の運用方針に基づき、わが国の短期公社債などに直接投資する場合があります。 
※  マネープールファンドは、各通貨コースからのスイッチング以外の購入のお申し込みはできません。 

 

２． 投資対象とする外国投資信託における為替取引の対象通貨や決算頻度の違いにより、4つの通貨コースとその

他にマネープールファンドがあります。また、各通貨コースおよびマネープールファンド間でのスイッチングが可

能です。 
●  通貨コースは以下の4コースから選択できます。 

 

 

 

 

●  各通貨コースが投資対象とする外国投資信託では、原則として投資対象資産の発行通貨を売り予約し、各通貨コースの対象通貨を
買い予約する為替取引を行います。 

●  円コースでは、実質的に円を買い予約する為替取引により、対円で為替ヘッジを行い為替変動リスクを軽減する運用を行いますが、
為替変動リスクを完全に排除できるものではなく、為替変動の影響を受ける場合があります。 

※ 外国投資信託の投資顧問会社は、為替取引が実行不可能または外国投資信託に重大な影響を与える可能性があると判断した場合
には、その裁量で為替取引の全部またはその一部を実施しない場合があります。また、外国投資信託の投資顧問会社は、その裁量に
より、為替取引などのヘッジ手段を活用し、外国投資信託におけるリスクを軽減させる対応を行う場合があります。 

※ スイッチングのお取り扱いの有無や対象ファンドなどは、販売会社により異なります。また、販売会社によっては一部のファンドのみの
お取り扱いとなる場合があります。詳しくは販売会社でご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(円)ファンドの特色

 
   

  マンスリーレポート 

ハイブリッド証券ファンド  2026年1月30日基準 

円/米ドル/豪ドル/ブラジルレアル   

 
 

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 

8/22 
 

 
   



  

  

 
 

（分配方針） 

【各通貨コース】 

原則として、毎月12日（休業日の場合は翌営業日。）の決算時に、収益の分配を行います。 
◆  分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）などの全額とします。 

  分配金額は、経費控除後の利子・配当等収益を中心に安定した分配を行うことを目標に委託会社が決定します。ただし、分配対象額

が少額の場合には、分配を行わないことがあります。 
「原則として、利子・配当等収益を中心に安定分配を行う」方針としていますが、これは、運用による収益が安定したものになることや基準価額が安定

的に推移することなどを示唆するものではありません。また、基準価額水準、運用の状況などによっては安定分配とならない場合があることにご留意

ください。 

◆ 上記にかかる分配金額のほか、分配対象額の範囲内で基準価額水準や市況動向などを勘案して委託会社が決定する額を付加して

分配する場合があります。 

◆  留保益の運用については、特に制限を設けず、運用の基本方針に基づいた運用を行います。 

 

※  運用状況により分配金額は変動します。 

※  将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。 

 

【マネープールファンド】 

原則として、年２回（毎年４月、10月の各月12日。休業日の場合は翌営業日。）の決算時に、収益の分配を行い

ます。 
◆  分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）などの全額とします。 

◆  分配金額は、委託会社が基準価額水準や市況動向などを勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行わ

ないことがあります。 

◆  留保益の運用については、特に制限を設けず、運用の基本方針に基づいた運用を行います。 

 

※  運用状況により分配金額は変動します。 

※  将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

(円)ファンドの特色

 
   

  マンスリーレポート 

ハイブリッド証券ファンド  2026年1月30日基準 

円/米ドル/豪ドル/ブラジルレアル   

 
 

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 

9/22 
 

   



  

  

 
 

各通貨コースの収益の源泉 

１．ハイブリッド証券への投資 
１．ハイブリッド証券とは 

●  劣後債（期限付劣後債、永久劣後債）および優先証券などの総称です。 

● 利息（または配当）が定められており、満期や繰上償還時に額面で償還されるなど、債券に類似した性質を持っています。一方、市場

環境などにより利息（または配当）の支払いや繰上償還が見送られることがあり、発行体にとっては資本性を有するなど、株式に類似

した性質も併せ持っています。 

●  法的弁済順位からみると、債券と株式の中間に位置する証券であり、一般に、同一企業の発行するものであっても格付けが普通社債

より低くなる一方で、利回りが高くなる傾向があります。 

●  ハイブリッド証券の中でも、期限付劣後債は、永久劣後債や優先証券とは異なり、一般に、普通社債と同様に利払い繰り延べがなく、

相対的に流動性が高いという特徴を有しています。（発行体の債務不履行の場合は除きます。）なお、劣後債は優先証券より法的弁

済順位が高く位置づけられています。 

● ハイブリッド証券では、バーゼルⅢ＊１対応型の転換社債の一種であるCoCo債（Contingent Capital Securities：偶発転換社債）の

発行が広がっています。CoCo債は、劣後債および優先証券などにおいて、偶発条件に関する条項が実質的に付帯されている 

仕組み＊２を有しているもので、従来のハイブリッド証券よりもリスクが高い一方、利回りが高くなる傾向があります。また、CoCo債は

普通株式より弁済順位が劣後する可能性があります。 

＊１ バーゼルⅢとは、主要国の中央銀行、監督当局が加盟するバーゼル銀行監督委員会が、国際業務を展開する銀行の健全性を

維持するために示した、自己資本規制等に関する国際統一基準のことです。 

＊２ CoCo債の仕組みの詳細については、以下「２.劣後債、優先証券およびCoCo債の特徴」の「３）CoCo債」をご覧ください。 

※ 法的弁済順位とは、発行体が破綻などとなった場合における、債権者などに対する残余財産の弁済順位をいいます。弁済順位の

高位のものから弁済されます。 

 
※ 上記はハイブリッド証券の特性の一部を単純化して示したものであり、すべてのケースにあてはまるとは限りません。 

 

２．劣後債、優先証券およびCoCo債の特徴 

１）劣後債 

劣後債は、①破産手続開始時の法的整理の決定がなされた場合に他の優先する債権が全額支払われない限り元利金支払請求権が

発生しないこと（法的弁済順位の劣後）、②償還期限が少なくとも一般的に５年以上の期限を有する（期限付劣後債）もしくは期限がな

い（永久劣後債）など⾧い償還期限で発行されていることなど、株式に類似した性質を有していることが特徴です。 

償還期限が⾧い（もしくは永久である）ことから、正式な期限の前に繰上償還（「コール」と呼ぶことがあります。）ができる条項が付与さ

れているのが一般的です。また、発行体の財務状況などによりクーポン（利息）の支払いを繰り延べる条件が付与されている証券もあ

ります。 
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２）優先証券 

優先証券は、①法的弁済順位が普通株式より優先されるものの劣後債より劣っていることから、劣後債と普通株式の中間に位置する

証券です。また②償還期限の定めがないことから、劣後債よりも株式に近い性質を有しています。 

償還期限の定めがないことから、繰上償還（コール）条項が付与されています。クーポン（利息/配当）の支払い繰り延べについては、発

行体の任意で繰り延べることができる証券と、財務状況や収益動向によって強制的に繰り延べとなる証券があります。 

 

３）CoCo債 

バーゼルⅢ基準に対応した、金融機関が自己資本増強のために発行する転換社債の一種です。 

発行体が実質的破綻状態であると規制当局が判断した場合や特定の財務条項に抵触した場合など、あらかじめ定められた条件に抵

触した場合に元本の全額または一部削減や普通株式への転換が破綻前に執行されるなどの仕組みを有しています。また、普通株式よ

り弁済順位が劣後する可能性があります。 

なお、CoCo債の定義や条件は各国・地域の規制や発行体の業種、個別銘柄等により異なります。 

※ 上記はあくまでも劣後債、優先証券およびCoCo債の一般的な特性の一部を記したものであり、すべての証券に当てはまるとは限り

ません。発行国の制度などにより異なる場合があります。 
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２．為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益）とコスト（金利差相当分の費用） 
◆ 各通貨コースでは、原則として実質的に組み入れるハイブリッド証券などの発行通貨を売り予約し、各通貨コースの対象通貨を買い予約

する為替取引を行います。 

◆ 通貨（国）により金利水準は異なるため、ハイブリッド証券などの発行通貨よりも短期金利の高い通貨のコースを選択した場合は、当該通

貨とハイブリッド証券などの発行通貨の短期金利差相当分のプレミアムが期待されます。 

一方、当該通貨の短期金利がハイブリッド証券などの発行通貨の短期金利よりも低い場合には、通常、短期金利差相当分のコストが発生

します。金利差の変動により、プレミアムまたはコストは変動します。 

 
※ 上記の図はあくまでもイメージであり、実際の為替取引によって得られるプレミアムまたはコストの大きさを保証するものではありませ

ん。 

◆ 新興国通貨（ブラジルレアル）では、規制や為替市場が未発達なことなどから、為替取引が機動的に行えないことがあるため、「ＮＤＦ取引」

を使用する場合があります。 

 

NDF（ノン・デリバラブル・フォワード）取引について 
◆ NDF取引とは、為替先渡取引の一種で、主に金融機関との相対取引

で行われます。また、当該通貨の受け渡しは発生せず、主に米ドル

などの主要通貨で差金決済を行います。 

◆ NDF取引は、通常の買い予約・売り予約する為替取引と比べ、取引

参加者が少ないことや、当局による金融・資本市場における制約な

どから、市場裁定が働きにくいだけでなく、取引参加者の為替見通

しを反映した需給の影響をより強く受けることがあります。そのた

め、取引価格から推計されるNDF想定利回りが、取引時点における

短期金利水準から大きくかい離することがあります。 

 

 

 

 

 

NDF想定利回りは、通貨に対する需給や通貨の上昇期待が反映され、マイナスになる場合もあります。その場合、為替取引によ

るプレミアムの減少やコストの発生により、ファンドのパフォーマンスに影響を与えることがあります。 

 

３．為替変動による損益（円コースを除く） 

◆ 実質的に各通貨コースの対象通貨を買い予約する為替取引を行うことによって、各通貨コースは対象通貨の変動の影響を受けます。各

通貨コースの対象通貨に対して円安となった場合には為替差益が発生し、円高となった場合には為替差損が発生します。新興国の通貨

の値動きは先進国の通貨と比べて相対的に大きくなる傾向があります。また、通貨危機や経済危機においては大きく下落する可能性もあ

ります。 

 

(円)ファンドの特色
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通貨選択型ファンドの収益のイメージ 

 
 

◆  通貨選択型の投資信託は、株式や債券などといった投資対象資産に加えて、為替取引の対象となる円以外の通貨も選択することができる

よう設計された投資信託です。 

◆  通貨選択型の投資信託の収益源としては、以下の３つの要素が挙げられます。 

①投資対象資産による収益（上図Ⓐ部分） 

・投資対象資産が値上がりした場合や利子・配当が支払われた場合は、基準価額の上昇要因となります。 

・逆に、投資対象資産が値下がりした場合には、基準価額の下落要因となります。 

②為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益）（上図Ⓑ部分） 

・「選択した通貨」（コース）の短期金利が、投資信託の「投資対象資産の通貨」の短期金利よりも高い場合は、その金利差による「プレミ

アム」が期待できます。 

・逆に、「選択した通貨」（コース）の短期金利のほうが低い場合には、「コスト」が生じます。 

・なお、「選択した通貨」と「投資対象資産の通貨」が同一通貨の場合、為替取引によるプレミアムやコストは発生しません。 

※新興国通貨の場合などは、金利差がそのまま反映されない場合があります。 

③為替変動による収益（上図Ⓒ部分） 

・上図Ⓑ部分とは異なり、上図Ⓒ部分については為替取引を行っていないため、「選択した通貨」（円を除く。以下同じ）の円に対する為

替変動の影響を受けることとなります。 

・「選択した通貨」が対円で上昇（円安）した場合は、為替差益を得ることができます。 

・逆に、「選択した通貨」が対円で下落（円高）した場合は、為替差損が発生します。 

 

◆  これまで説明しました内容についてまとめますと、以下のようになります。 

これらの収益源に相応してリスクが内在していることに注意が必要です。 

 
 

資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります。 

(円)ファンドの特色
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各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて値動きのある有価証券等（各通貨コースが投資する外貨建資産には為替変動リスクもありま

す。）に投資しますので、ファンドの基準価額は変動します。これらの運用による損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、

投資者のみなさまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。 

また、投資信託は預貯金と異なります。 

なお、基準価額の変動要因は、下記に限定されるものではありません。 

 

【各通貨コースおよびマネープールファンド共通】 
 

● 信用リスク 

公社債などの信用力の低下や格付けの引き下げ、債務不履行が生じた場合には、当該公社債などの価格は下落します。これらの影響を

受け、各ファンドの基準価額が下落する可能性があります。 

● 流動性リスク 

有価証券などを売買する際、当該有価証券などの市場規模が小さい場合や取引量が少ない場合には、希望する時期に、希望する価格

で、希望する数量を売買することができない可能性があります。特に流動性の低い有価証券などを売却する場合にはその影響を受け、各

ファンドの基準価額が下落する可能性があります。 

各通貨コースが実質的に投資対象とするハイブリッド証券は、一般に市場における流動性が相対的に低いため、市況によっては大幅な安

値での売却を余儀なくされる可能性があることから、大きなリスクを伴います。 

● 金利変動リスク 

公社債の価格は、金利水準の変化にともない変動します。一般に、金利が上昇した場合には公社債の価格は下落し、各ファンドの基準価

額が下落する可能性があります。 

 
 

【各通貨コース】 

● ハイブリッド証券（劣後債および優先証券など）への投資に伴う固有のリスク 

ハイブリッド証券（劣後債および優先証券など）への投資には、普通社債への投資と比較して、次のような固有のリスクがあり、価格変動リ

スクや信用リスクは相対的に大きいものとなります。また、ハイブリッド証券に関する規制や税制などの変更があった場合、これらのリス

ク特性が一部変化する可能性があります。 

①劣後リスク（法的弁済順位が劣後するリスク） 

一般にハイブリッド証券の法的な弁済順位は株式に優先し、普通社債より劣後します。したがって、発行体が破綻などに陥った場合、他

の優先する債権が全額支払われない限り、元利金の支払いを受けることができません（法的弁済順位の劣後）。またハイブリッド証券は

一般に普通社債と比較して低い格付けが格付会社により付与されていますが、その格付けがさらに下落する場合には、ハイブリッド証

券の価格が大きく下落する可能性があります。加えて、ハイブリッド証券の中でもCoCo債は発行体が実質的破綻状態であると規制当

局が判断した場合や特定の財務条項に抵触した場合など、元本の全額または一部削減や普通株式への転換が破綻前に執行される可

能性があり、ファンドの基準価額が下落する要因となります。また、普通株式に転換された場合には、株価変動リスクを負うこととなりま

す。したがって、状況によって普通株式より弁済順位が劣後する可能性があります。 

②繰上償還延期リスク 

一般にハイブリッド証券には、繰上償還（コール）条項が付与されています。繰上償還日に償還されることを前提として取引されている

証券は、市場環境などの要因によって、予定された期日に繰上償還が実施されなかった場合、あるいは繰上償還されないと見込まれる

場合には、当該証券の価格が大きく下落する可能性があります。 

(円)主な投資リスク
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③利払い繰延リスク 

ハイブリッド証券には、利息または配当の支払繰延条項を有する証券があります。これらの証券においては、発行体の財務状況や収

益動向などの要因によって、利息または配当の支払いが繰り延べまたは停止される可能性があります。 

● 為替変動リスク 

外貨建資産は、為替相場の変動により円換算価格が変動します。一般に、保有外貨建資産が現地通貨ベースで値上がりした場合でも、

投資先の通貨に対して円高となった場合には、当該外貨建資産の円換算価格が下落し、各通貨コースの基準価額が下落する可能性が

あります。 

各通貨コース（円コースを除く） 

各通貨コースが主要投資対象とする外国投資信託では原則として、各通貨コースの対象通貨を買い予約する為替取引を行うため、各

通貨コースの基準価額は実質的に当該対象通貨の為替変動の影響を受けます。ただし、為替取引の状況によっては外国投資信託が保

有する有価証券の発行通貨の影響を受ける場合があります。対象通貨が新興国通貨の場合には、為替変動リスクが相対的に高くなる

可能性があります。各通貨コースの対象通貨の金利が実質的な投資対象資産の発行通貨の金利よりも低い場合には、その金利差相当

分のコストがかかります。 

円コース 

円コースが主要投資対象とする外国投資信託では原則として、円を買い予約する為替取引により、対円で為替ヘッジを行い為替変動リ

スクを軽減する運用を行いますが、為替変動リスクを完全に排除できるものではなく、為替変動の影響を受ける場合があります。為替

ヘッジを行うにあたり、円金利が実質的な投資対象資産の発行通貨の金利より低い場合には、その金利差相当分のコストがかかりま

す。 

● カントリーリスク 

投資対象国・地域の政治経済情勢、通貨規制、資本規制、税制などの要因によって資産価格や通貨価値が大きく変動する場合がありま

す。これらの影響を受け、各通貨コースの基準価額が下落する可能性があります。 

● 特定の業種への集中投資リスク 

各通貨コースは、投資信託証券を通じて、金融機関が発行する債券や優先証券に集中的に投資するため、個別金融機関の財務内容お

よび収益動向などに加えて、金融機関を監督する金融当局の行政方針や金融システムの状況など、金融セクター固有の要因によるリス

クが伴います。したがって、幅広い業種に分散投資を行うファンドと比較して基準価額の変動が大きくなる可能性があります。金融機関

の財務状況に対する懸念が高まる局面や、予想外の金融行政の変化などが起こった場合には、債券および優先証券の価格下落に伴い

各通貨コースの基準価額は大きく下落する可能性があります。また、発行金融機関が経営不安、倒産、国有化などに陥った場合には、

実質的に組み入れを行っている債券や優先証券の価値が大きく減少すること、もしくは無くなることがあり、各通貨コースの基準価額に

大きな影響を及ぼすことがあります。 

● 特定の投資信託証券に投資するリスク 

各通貨コースが組み入れる投資信託証券における運用会社の運用の巧拙が、各通貨コースの運用成果に大きな影響を及ぼします。ま

た、外国投資信託を通じて各国の有価証券に投資する場合、国内籍の投資信託から直接投資を行う場合に比べて、税制が相対的に不

利となる可能性があります。 

 

(円)主な投資リスク
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(円)お申込みメモ

購入単位 販売会社が定める単位（当初元本1口＝1円） 

購入価額 

購入申込受付日の翌営業日の基準価額（基準価額

は1万口当たりで表示しています。） 

※マネープールファンドは、各通貨コースからのス

イッチング以外の購入のお申込みはできません。 

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。 

換金単位 販売会社が定める単位 

換金価額 

【各通貨コース】 

換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財

産留保額を控除した価額 

【マネープールファンド】 

換金申込受付日の翌営業日の基準価額 

換金代金 
原則として換金申込受付日から起算して７営業日目

からお支払いします。 

申込締切時

間 

原則として営業日の午後３時30分までに販売会社

が受付けたものを当日分のお申込みとします。 

なお、販売会社によっては異なる場合がありますの

で、詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

購入・換金 

申込不可日 

【各通貨コース】 

以下のいずれかに該当する日には、購入・換金・ス

イッチングのお申込みの受付を行いません。 

・ニューヨーク証券取引所の休業日 

・ニューヨークの銀行の休業日 

・ロンドンの銀行の休業日 

ただし、ブラジルレアルコースでは、以下に該当する

日についても、購入・換金・スイッチングのお申込み

の受付を行いません。 

・サンパウロの銀行の休業日 

換金制限 
信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換

金請求に制限を設ける場合があります。 

購入・換金

申込受付の

中止および

取消し 

金融商品取引所における取引の停止、外国為替取

引の停止（マネープールファンドを除きます。）、決済

機能の停止、その他やむを得ない事情があるとき

は、購入・換金・スイッチングのお申込みの受付を中

止することおよびすでに受付けた購入・換金・スイッ

チングのお申込みを取り消す場合があります。 

 

信託期間 2027年10月12日まで（ 2009年11月16日設定） 

繰上償還 

【各通貨コース】 

各通貨コースが主要投資対象とするサブデット・

ファンドが償還した場合または以下に掲げる事項の

変更により商品の同一性が失われた場合には、受

託会社と合意の上、信託契約を解約し、当該信託を

終了（繰上償還）させます。 

・サブデット・ファンドの主要投資対象が変更となる

場合 

・サブデット・ファンドの取得の条件または換金の条

件について、投資者に著しく不利となる変更があ

る場合 

次のいずれかに該当する場合には、受託会社と合

意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上

償還）することがあります。 

・各通貨コースにおいて受益権の総口数が30億口

を下回った場合 

・信託契約を解約することが受益者のため有利であ

ると認める場合 

・やむを得ない事情が発生した場合 

【マネープールファンド】 

次のいずれかに該当する場合には、受託会社と合

意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上

償還）することがあります。 

・受益権の総口数が１億口を下回った場合 

・信託契約を解約することが受益者のため有利であ

ると認める場合 

・やむを得ない事情が発生した場合 

決算日 

【各通貨コース】 

毎月12日（休業日の場合は翌営業日） 

【マネープールファンド】 

毎年４月および10月の各12日（休業日の場合は翌

営業日） 
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(円)お申込みメモ

収益分配 

【各通貨コース】 

年12回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて

収益分配を行います。 

【マネープールファンド】 

年２回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収

益分配を行います。 

※各ファンドのお申込コースには、「分配金受取

コース」と「分配金再投資コース」があります。た

だし、販売会社によっては、どちらか一方のみの

取扱いとなる場合があります。詳細は販売会社

までお問い合わせください。 

 

課税関係 

課税上は株式投資信託として取り扱われます。 

原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時の

値上がり益および償還時の償還差益に対して課税

されます。 

公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たし

た場合に少額投資非課税制度（NISA）の適用対象と

なります。 

各ファンドは、NISAの対象ではありません。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更

となることがあります。 

スイッチング 

各通貨コースおよびマネープールファンド間におい

て乗り換え（スイッチング）ができます。 

スイッチングの取扱いの有無などは、販売会社によ

り異なりますので、詳しくは販売会社でご確認くださ

い。 

※スイッチングの方法などは、購入および換金の場

合と同様になります。また、購入時手数料は販売

会社が別途定めます。 
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以下の手数料等の合計額、その上限額については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することができません。 

※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。 

● 投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 

【各通貨コース】 
購入価額に、3.3％（税抜3.0％）を上限とし
て、販売会社が別に定める手数料率を乗じて
得た額となります。 
【マネープールファンド】 
ありません。ただし、各通貨コースからのス
イッチングの場合にのみ購入が可能です。 

信託財産留保額 

【各通貨コース】 
換金申込受付日の翌営業日の基準価額に
0.3％の率を乗じて得た額を、換金時にご負
担いただきます。 
【マネープールファンド】 
ありません。 

● 投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

運用管理費用 

（信託報酬） 

各通貨コース 
実質的な負担：各ファンドの日々の純資産総額に対
して年率1.705％（税抜1.6％）程度 
※上記はサブデット・ファンドを100％組入れた場合

の数値です。実際の運用管理費用（信託報酬）は、
投資信託証券の組入状況に応じて変動します。 

・各ファンド：ファンドの日々の純資産総額に対して 
年率1.155％（税抜1.05％） 

・投資対象とする外国投資信託：サブデット・ファンド
の純資産総額に対して年率0.55％ 

※サブデット・ファンドは、余資運用の一環として主
に短期債券等を投資対象とするファンドへ投資す
ることがあり、かかる場合においては当該ファンド
の管理報酬等（サブデット・ファンドの純資産総額
の年率0.0175％相当を上限とします。）を間接
的に負担します。 

マネープールファンド 
ファンドの日々の純資産総額に対して年率0.066％
～年率0.660％（税抜0.06％～税抜0.60％） 
※当月の最初の営業日（委託会社の営業日をいいま

す。以下同じ。）から翌月の最初の営業日前日ま
での日々の信託報酬率は、月中平均コール・レー
ト（短資協会が日々発表する無担保コール翌日物
の加重平均レートの前月における平均値）に応じ
た下表の率とします。 

 

その他の費用・ 

手数料 

その他の費用・手数料として、お客様の保有期間中、
以下の費用等を信託財産からご負担いただきます。 
・組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託
手数料 

・信託事務の処理に要する諸費用 
・外国での資産の保管等に要する費用 
・監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用   
等 

※投資対象とするサブデット・ファンドにおいては、
有価証券等の売買手数料、株式登録機関兼名義
書換事務代行会社の報酬、監査報酬、弁護士費
用および当初設定にかかる諸費用等がかかりま
す。 

※これらの費用等は、定期的に見直されるものや売
買条件等により異なるものがあるため、事前に料
率・上限額等を示すことができません。 

(円)ファンドの費用
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投資信託は、 
●預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保 
  険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会 
  社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にも 
  なりません。 

 

  
●購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもあり 
  ません。 
●投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありま 
  すが、これによる損失は購入者が負担することとなります。 

 

 
 

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用 
  資料です。 
●お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書 
  （交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断く 
  ださい。 
●投資信託は、株式や債券等の値動きのある有価証券（外貨建資 
  産には為替リスクもあります）に投資をしますので、市場環境、 
  組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額 
  は変動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証 
  されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、 
  投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損 
  益は全て投資者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預 
  貯金とは異なります。 

 

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判 
  断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、 
  正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載 
  データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するもので 
  はありません。 
●当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変 
  更される場合があります。 

   

委託会社およびファンドの関係法人 
＜委託会社＞アセットマネジメントOne株式会社 

＜委託会社＞金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号 

＜委託会社＞加入協会：一般社団法人投資信託協会 

＜委託会社＞加入協会：一般社団法人日本投資顧問業協会 

＜受託会社＞三井住友信託銀行株式会社 

＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください。 

 

 
  
  

 

 
 

委託会社の照会先 
アセットマネジメントOne株式会社 
コールセンター  0120-104-694 
            (受付時間：営業日の午前9時～午後5時） 
ホームページ   URL https://www.am-one.co.jp/ 

 

投資信託に関する留意点

当資料のお取扱いについてのご注意
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○印は協会への加入を意味します。□印は取扱いファンドを示しています。 

2026年2月19日現在  
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株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 
関東財務局長（金商）第44号 ○  ○ ○  □ □ □ □   

みずほ証券株式会社 金融商品取引業者 
関東財務局長（金商）第94号 ○ ○ ○ ○  □ □ □ □ □  

大山日ノ丸証券株式会社 金融商品取引業者 
中国財務局長（金商）第5号 ○     □ □ □ □ □  

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 
関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○  □ □ □ □   

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 
東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○ ○   □ □ □   

内藤証券株式会社 金融商品取引業者 
近畿財務局長（金商）第24号 ○   ○  □ □ □ □   

ＵＢＳ ＳｕＭｉ ＴＲＵＳＴウェル

ス・マネジメント株式会社 
金融商品取引業者 
関東財務局長（金商）第3233号 ○ ○ ○   □ □ □ □   

アイザワ証券株式会社 金融商品取引業者 
関東財務局長（金商）第3283号 ○ ○  ○  ※1      

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。 
また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。 
●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
＜備考欄について＞ 
※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。 
※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。 
※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。 
                                                                                   （原則、金融機関コード順） 

n

/

a 

販売会社一覧
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以下は取次販売会社または金融商品仲介による販売会社です。 

○印は協会への加入を意味します。□印は取扱いファンドを示しています。 

 
2026年2月19日現在  

商号 登録番号等 
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株式会社ＳＢＩ新生銀行（委託

金融商品取引業者 株式会社

ＳＢＩ証券） 

登録金融機関 
関東財務局長（登金）第10号 ○  ○   □ □ □ □   

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。 
また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。 
●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
＜備考欄について＞ 
※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。 
※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。 
※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。 
                                                                                   （原則、金融機関コード順） 

 

販売会社一覧



投資者（受益者）のファンドの購入価額によっては、分配金の一部ないし全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。
ファンド購入後の運用状況により、 分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

★A、 B、 Cのケースにおいては、 分配金受取額はすべて同額ですが、 基準価額の増減により、 投資信託の損益状況はそれぞれ異なった結果
となっています。 このように、 投資信託の収益については、 分配金だけに注目するのではなく、 「分配金の受取額」と「投資信託の基準価額
の増減額」 の合計額でご判断ください。

分配金額と基準価額の関係（イメージ）
分配金は、 分配方針に基づき、以下の分配対象額から支払われます。

上図のそれぞれのケースにおいて、 前期決算日から当期決算日まで保有した場合の損益を見ると、 次の通りとなります。

①配当等収益（経費控除後）　　　　②有価証券売買益・ 評価益（経費控除後）　　　　③分配準備積立金　　　　④収益調整金

計算期間中に発生した収益の中から支払われる場合 計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合

分配金100円

分配金100円
分配金100円

10,500円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 420円

＊420円
（③＋④）

10,300円

当期決算日
分配前

＊80円を
　 取崩し

10,400円
配当等収益
(①)20円
＊80円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,500円

10,450円

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 450円

＊450円

＊50円

（③＋④）

当期決算日
分配前

＊50円を
　 取崩し

期中収益
(①＋②)50円10,500円

10,550円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,500円

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,600円

当期決算日
分配前

期中収益
（①＋②）
100円

＜前期決算日から基準価額が上昇した場合＞ ＜前期決算日から基準価額が下落した場合＞

ケースA ケースB ケースC

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差 

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差 

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差

ケースB

ケースC

0円

▲50円

▲200円

＝

＝

＝

100円

50円

▲100円

※上記はイメージであり、 実際の分配金額や基準価額を示唆するものではないのでご留意ください。

分配金の一部が元本の一部払戻しに相当する場合

普通分配金普通分配金

元本払戻金
（特別分配金）

分配金支払後
基準価額

(個別元本)

※元本払戻金（特別分配
金）は実質的に元本の
一部払戻しとみなさ
れ、その金額だけ個別
元本が減少します。ま
た、元本払戻金（特別
分配金）部分は、非課
税扱いとなります。

投資者(受益者）
の購入価額

（当初個別元本)

元本払戻金
（特別分配金）

投資者(受益者）
の購入価額

（当初個別元本)
分配金支払後

基準価額

(個別元本)

（注）普通分配金に対する課税については、 投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

分配金

投資信託の純資産

投資信託の分配金は、 預貯金の利息とは異なり、
投資信託の純資産から支払われますので分配金
が支払われると、 その金額相当分、 基準価額は
下がります。 なお、 分配金の有無や金額は確定し
たものではありません。

分配金は、 計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益） を超えて支払われる場合があります。
その場合、 当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。
また、分配金の水準は、 必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

投資信託から分配金が
支払われるイメージ

基
準
価
額

収益分配金に関する留意事項

分配金の全部が元本の一部払戻しに相当する場合

ケースA

普 通 分 配 金 ：個別元本(投資者 （受益者）のファンドの購入価額)を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金（特別分配金） ： 個別元本を下回る部分からの分配金です。 分配後の投資者（受益者） の個別元本は、 元本払戻金 （特別分配金）

の額だけ減少します。
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当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 
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